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東北森林管理局における岩手県沿岸北部を震源とする地震

への対応について（第２報）

７月２４日０時２６分頃に発生した、岩手県沿岸北部を震源とする地震につ

いて、東北森林管理局では地震災害対策室を設置し、以下の対応を行っている

ところです。

１ 被害状況の把握

７月２４日から２５日にかけ、青森県太平洋側、岩手県、宮城県内の国有林

について、１８６名体制で被害状況の現地調査を行ったところ、特段の被害は

みられなかったところです。２５日には、現地調査に加え、岩手県一関市磐井

川上流、宮城県栗原市荒砥沢上流及び一迫川上流、岩手県沿岸部、十和田湖周

辺、下北半島周辺の国有林について、２台のヘリコプターにより、上空からの

調査を実施しました。上空からの調査でも、既存の崩壊地が見られるだけで、

新たな林地崩壊は発生していないことを確認しております。

ヘリコプターにより調査を実施 十和田湖北側の既知の崩壊地

北側より十和田湖方面 十和田湖南側の外輪山付近の国有林



２ 復旧対策

６月の岩手・宮城内陸地震により被災した国道342号線の迂回路として共用

している、桂沢林道の法面の一部が崩壊し、7月24日より通行止めとなってお

ります。

岩手南部森林管理署においては、24日より復旧工事を開始し、本日26日まで

に崩土除去を終了しました。明日には敷砂利や法面保護のため木柵を設けるな

どにより、工事の完了を目指すこととしております。

３ 今後の対応

引き続き情報の把握に努めるともに、復旧対策の進捗状況や新たな情報につ

いて、引き続きお知らせすることとしています。
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